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《学校教育目標》 

たくましい子（健康と体力） 
やさしい子（豊かな心） 

 

かしこい子（確かな学力） 

 

児童が安心して自己表現し、良さを発揮できる学校 ・・・家庭・地域とともに・・・ 

 

安全・安心 
・児童の危険予測能力を高める指導 

・交通安全指導   ・防災学習 

・緊急メールシステムの活用、登録促進 

・火災・地震・不審者に備えた訓練、引き取り訓練 

・保護者(校外委員)との連携 

・日々の安全点検に基づく確実な対応 

 
 

 (１)教職員の創意を活かし組織的に、魅力ある教育活動を 

展開する。 
 ・明るく元気な教職員 ・学年組織 ＰＤＣＡ 
(２)教育活動を開き、保護者との協働・地域との連携を図る。 
 ・保護者参加の教育活動  ・地域力の招へい 
・幼稚園、保育園、中学校との連携 

目指す教師像 
児童を認め、励まし、 

所属集団を成長させていく教師 
◆子供と共に活動し子供の心を知る教師 

◆明るく元気で、学ぼうとする教師 

◆児童の学習意欲を高める教師 

◆学校運営の一翼を担う教師 

◆互いに切磋琢磨し合う教職員集団 

◆服務の厳正に努める教職員集団 

 

１ 知識・技能の確実な習得 

 ・意図的、計画的な国語タイムと読書タイム ・習熟の程度に応じた

算数科の少人数指導 ・下敷きと消しゴムを使用したノート指導 ・

「家庭学習の手引き」による家庭学習の習慣化 ・正しい姿勢と返事の

仕方、統一した号令 ３つの達成目標効果の検証正答率 98.5％に 

２ 活用する学力の育成 

 ・学習のめあての提示と児童の言葉によるまとめ ・問題解決的な学習

過程 ・単元を貫く「言語活動」による国語科指導 ・ＩＣＴを効果

的に活用した授業（デジタル教科書の活用） 

全国学習状況調査領域【活用】正答率 54％に 

確かな学力 
 

１ 体力の向上 

・運動の基本的な知識や技能を身に付け、運動を豊かに楽しく実践

できる体育授業の展開〔①「すくすくプログラム」を活用した授

業の実践 ②運動技能の系統性を明確にした授業の実践〕 

 ・進んで運動に親しませるための運動の日常化への取り組み 

  「もりもりタイム」の計画的実施 

新体力テスト県平均以上項目数 ６４／９６(66.7％) に 

２  家庭と連携した生活習慣の確立と食育の推進 

 ・健康診断の結果を生かした健康な体づくり 

 ・栄養士等による食育の推進 

健康と体力 

特色ある教育活動 
★①木曜業前 「心豊かな日」「除草・落ち葉掃き」②月・金・土曜業前 「朝読書」「読み聞かせ」 

③水曜昼休み 異年齢集団活動「なかよしﾀｲﾑ」 ④幼・保、けやき学級､中学校との交流   
☆①水曜 6 校時と長期休業中「補習」  ②第 2.3,4 水曜・第２土業前「国語タイム」 
③算数授業 5 分間「習得ﾀｲﾑ」  

◆①集団行動の徹底  ②家庭学習カード活用による家庭学習の定着促進  ③ﾏﾗｿﾝｶｰﾄﾞの利用  
④体力テストの結果の掲示  ⑤「もりもりタイム」の取り組み  
 

【経営理念】 

子どもを中心に据える 

さわやか挨拶、やさしい言葉、まじめな行動、だれもが大事、いつも元気な台小っ子 

目指す児童像 知・徳・体の調和の取れた児童の育成  

 

◆かしこい子    ・自分の思いや考えを届く声で話す子 
 ・文字を丁寧に書く子 
・進んで家庭学習に取り組む子        

◆やさしい子    ・自分から目を見て挨拶ができる子 
   ・相手を思いやる言葉づかいができる子 

・集団のために地道に努力することができる子       
◆たくましい子   ・あきらめず最後まで取り組む子 

・進んで運動に取り組む子 
・自分の命を自分で守れる子 

 

（自主性・実践力・自己有用感） 

学 校 研 究    ◎ 特 別 活 動   【 自 主 的 ・ 実 践 的 に 活 動  す る 児 童 の 育 成 】 
 

学校経営方針 

 

１ 研究成果に基づく道徳授業の展開 
・ねらいとする価値を明確にし、児童の内面を高めさせていく授業

の展開 
２ やさしい心を育てる教育活動の推進 

・「届く声で挨拶」「やさしい言葉づかい」の徹底 

・体験活動による交流活動を充実させた福祉教育 

・「指導の目安」に基づく段階的な学活(１)の指導 

・いじめや差別のない学級づくりと全教育活動における人権教育 

３ 組織的な生徒指導の推進 
・講話朝会と学校のきまりによる一貫した指導 

・時季を逃さない教育相談や就学相談、ケース会議 

・「もくもくぴかぴか」合言葉による清掃指導 

豊かな心 

家庭・地域との連携 
・授業参観懇談会、学校公開への保護者参加の促進 

・家庭学習への協力要請 

・地域の施設等との連携による教育活動の充実 

 学社連携 

・幼保小連携、小中連携教育の推進 

・学校応援団の充実 

見通し・見届けの教育実践 

 
 


